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1.緒　 言

Fosfomycin (以 下 FOM と略 す)は Streptomyces fradiae,

S.viridochromogenes お よ び s. wedmorensis な どの 放 線

菌 が 産 生 す る新 し い抗 生 物 質 で,そ の特 長 と して は 化 学

構 造 が 簡 単 な こ と,抗 菌 スペ ク トラ ム が 広 い こ と,交 差 耐

性 が 認 め られ な い こ と,毒 性 が低 い こ とな どの 諸 点 が あ

げ られ て い る。

本 剤 の 経 口剤(Ca塩)に つ いて は,す で に そ の 評 価 が

終 了 して い るが1),今 回 は静 注 用 製 剤(Na塩)に つ い て の

臨 床 的 検 討 を行 な う機 会 を 得 た の で,そ の 成 績 に つ い て

報 告 す る。

II.　 標 準 株 に対 す る抗 菌 力

1.　実 験 方 法

教 室 保 存 の 標 準 株13株 に 対 す るFOM-Naの 抗 菌 力

を,ボ ス ホ マ イ シ ンMIC測 定 小 委 員 会 の 方 法 に した が

い,nutrient agar(Difco)を 用 い て,FOM-Na の MIC

と して 測 定 した 。

2.　 実 験 成 績

測定 した13株 中,E. coli 014K7株 のMICが50μg/

ml, E. coli Kp 株 の MIC が 100 μg/mlで あ っ た 以 外,

他 の11株 で は い ず れ もMICが12,5ug/mlま た は そ れ

以 下 で あ り(Table1),こ の 成 績 はFOM-Caの ば あ い と

ほぼ 同等 と考 え られ た 。す な わ ち,FOM-Naは グ ラ ム 陽

性,陰 性 菌 の い ず れ に 対 し て も 抗 菌 力 を 示 し,と くに

Pseudomonas, Proteus に対 しても強い抗菌力を示す点

が注目された。

III.　臨 床 的 検 討

1.対 象および方法

対象とした症例は,岐 阜大学泌尿器科に入院中の尿路

感染症患者7例 で,い ずれも尿路になんらかの基礎疾患

を有する複雑性尿路感染症の症例であるが,そ の内訳は

急性複雑性腎盂腎炎2例,慢 性複雑性膀胱炎5例 となっ

ている。

FOMは 原則として1回1gを1日2回,12時 間 ごと

に点滴静注したが,こ のばあいFOM1gを5%キ シ リット

300mlに 溶解 し,約1.5時 間かけて点滴静注した。

また投与期間は5日 間を原則 としたが,症 例2で は4

日間,症 例6で は3日 間であり,症 例7で は1回1gを1

日1回,4日 間投与 した。

臨床効果の判定は細菌学的効果を中心に,膿 尿に対す

る効果を加味 して行なうこととし,細 菌尿が陰性化した

ものはすべて有効 と判定し,こ の うち膿尿も正常化 した

ものを著効 とした。また細菌尿が存続したばあいは,膿

尿の推移に関係な くすべて無効 と判定した。

2.臨 床成績

FOMの 投与を行なった7例 の成績を一括 してTable

2に 示す。

まず急性複雑性腎孟腎炎の2例 はいずれも有効であっ

たが,慢 性複雑性膀胱炎の5例 では2例 が著効,1例 が有

効,2例 が無効であった。また尿中の細菌は7例8株 中,

5例6株 が陰性化 し,2例2株 だけが存続したが,MICと

の関係では,症 例数が少ないせいもあってか,は っきり

とした関係は認められなかった。

なお自覚的副作用は全例に認め られず,GOT,GPT,

Al-P-aseに 対 する影響 も3例 についてだけの検討では

あるが,Table 3に 示す ように異常を認めなかった。

IV.　 考 按

1.　 抗菌力について

標準株に対す るFOM-Naの 抗菌力は,FOM-Caの

それ とほぼ同等であ り,FOM-Naの 抗菌スペ クトラム

はグラム陽性,陰 性菌のいずれにもおよぶ広いスペ クト

ラムを有しているということができる。

臨床分離株についての成績はすでに報告しているた

Table 1 Antibacterial activity of fosfomycin-Na
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め2),今 回は省略 したが,そ れによると尿由来大腸菌の

99%がMIC 12.5μ9/mlま たはそれ以下であり,尿 由来

緑膿菌 でも89%ま で がMIC12.5μ9/mlま たはそれ以

下と,す ぐれた抗菌力を示していた。

いっぽう,FOM 1 g one shot静 注後の血中濃度は10分 後

202,1時 間後46.4,2時 間後27.9, 3時 間後12.3, 6時 間

後7.3μ9/mlで あ り,6時 間尿中回収率は86.3%と 報告

されているが3),こ の 成績はFOM 500mg 1回 内服後6

時間までの尿中回収率が20.0%, 1,000mg内 服後6時 間

までの尿中回収率が9.4%で あ る1)のに比 し,著 しく高い

値である。

このよ うな吸収排 泄の成績 をFOM-Naの 抗 菌力,

FOM経 口剤の臨床成績 などとあわせて考えると,静 注

用FOMは,経 口用FOMよ りもさらに良好な臨床効果

を発揮する可能性を有しており,経 口用FOMに 抗療性

の難治性尿路感染症に対 しても効果を示すばあいがあり得

ると考えられる。

2. 臨床成績について

静注用FOMの 投 与 を行 なった7例 中5例 に臨床効

果を認め,ま た細菌学的効果でも,7例8株 中,5例6株

に尿中細菌の陰性化を認めたが,対 象とした症例がいず

れも尿路になんらかの基礎疾患を有する複雑性尿路感染

症であることから,こ の成績はす ぐれた成績であるとい

うことができよう。

投与法については,我 々は全例に点滴静注法を用いたが,

点 滴静注法はone shot静 注法に比し血中濃度の持続が

長いこと,副作用の発現頻度が低いことなどの理由から,

静 注用FOMの 投 与法としては点滴静注のほうがす ぐれ

ているものと推測している。

今回の我々の症例はわずか7例 ではあるが,副 作用は

1例 も認められず,静 注時に時に認め られると報告され

ている胸部違和感,胸 部圧迫感,血 管痛などの副作用も

経験 しなかった。これはおそらく,点 滴によりかなり時

間をかけて静注したため と考えられる。

以上のような成績から,静 注用FOMは 尿路感染症の

治療において有用な薬剤であると考えられ,と くに複雑性

尿路感染症において,尿 中細菌の陰性化を目的として使

Table 2 Clinical response to FOM (i. v. ) treatment
ACP : Acute Complicated Pyelonephritis

CCC : Chronic Complicated Cystitis

Table 3 Influence of FOM (i.v.) on liver function
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用する時には,他 剤に比しよりす ぐれた効果を発揮する

もの と期待される。

V. 結 語

1. 標 準 株に対す るFOM-Naの 抗 菌力を検討 した

結果,本 剤はFOM-Caと 同様にグラム陽性,陰 性菌に対

してす ぐれた抗菌力を示 した。

2. 静 注用FOMを7例 の複雑性尿路感染症 に使 用

し,2例 に著効,3例 に有効の成績を得た。

3. 細菌 学的効果 としては7例8株 中,5例6株 に尿

中細菌の陰性化が認められた。

4. 副作用は1例 も認められなかった。

5. 静 注用FOMは 尿路感染症の治療 において有用

な 薬 剤 で あ り,特 に 複 雑 性 尿 路 感 染 症 に お い て,尿 中

細 菌 の 陰 性 化 を 目的 と して 使 用 す る 時,他 剤 に 比 しよ

りす ぐれ た効 果 を 発揮 す る も の と期 待 され る。
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CLINICAL EXPERIENCE WITH INTRAVENOUS 
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1. Antibacterial activity of FOM-Na was investigated against standard strains, and this drug demonstrated 
an excellent antibacterial activity against both gram-positive and -negative bacteria equally to FOM-Ca. 

2. FOM for intravenous injection was applied clinically to 7 eases of complicated urinary tract infection, and 
the results obtained were excellent in 2 cases and good in 3 cases. 

3. As to the bacteriological effect of FOM, negativization of urinary bacteria was recognized in 5 cases 6 
strains among 7 cases 8 strains. 

4. No side effect was observed with FOM throughout the trial. 
5. FOM for intravenous injection is a useful drug for treating urinary tract infection. When FOM is applied 

to negativizate urinary bacteria, especially in complicated urinary tract infection, the drug may be expected to
exhibit an excellent effect in comparison with other drugs.


